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狸の化けた分福茶釜。体の毛はことごとく棘に変

わ り,ど ろんこを極め込むのは海底の泥の中。

ブンブクと称される奇妙な外観をもつ動物の一群

はウニの仲間である。写真左はこの動物の上面。

紙面上方が体の前部,下方が後部に当る。日は体
の下面に,肛 F5は後面にあり,感覚器はなく,体
内の構造 iま 至って単純である。

写真右は棘を取 り去って殻としたもの。左右 4弁
の花紋からは生時,呼吸用の薄い袋が膨出し,前
方へ向う孔列からは泥掘 り用の爪のついた細長い

管が伸び出る。ほくろのような中央の黒点は生殖

孔。その数は 3個で左右非対称。動物界を通 じて

3と いぅ数は極めて稀である。

(重井陸夫 :臨海 )
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恒星の中でも明るいものは固有の名前がつけられてい

ることはよく知られたことで,例えば北天でもっとも明

るいシリウスは和名でも天狼星といっている。かりに固

有の名前がない場合でも星座名と大体明るさの順にギリ

シヤ文字のα,β ,γ ,… …を並べて大熊座 α星 (α UMa)と

いうように呼んでいる。しかしずっと暗い星になると固

有の名前はなくなる。その場合には星の赤経,赤緯,等

級,ス ペクトル型等が リス ト・ アップされている星表の

種類と番号とで,その戸籍をはっきりさせておく必要が

ある。そのような星表で有名なのは ΠD(Henry Draper)

星表でハーバード天文台で 1918年から 1924年にかけ

て出版されたものである。

さてここに三つの恒星がある。HD137613,HD156074,

HD182040, これだけでは何のことだかさっばりわから

ないから註釈をつけ加えると,三つとも北天で見える恒

星でいずれも7等以下の,スペクトル型は比較的高温度

に属する晩期型星,学名でいえば (Late■ ype Star)と

いわれる種類であり, また 星の大気の組成からは 炭素

星と呼ばれるグループである。これら炭素星については

以前から炭素のアイソトープの比量が若干天体物理学の

興味の一つになっている。すなわち炭素星の大 気 中 の

c12/c13の 価がどれ位であるかによって, これらの星の

みならず星一般のエネルギー生成の理論をたてるのに重

要な観測材料を提供するからである。それでは観測から

どのようにして C12/c13の 比量を求めるかといえば,炭

素星は C2や CNの吸収スペクトルが著しい特徴を示

しており,これらの分子は非常に都合のよいことにはア

イソトープ。シフトが 大きく容易に C12と c13の 見分

けがつくからである。最初は C2の分子で C12c13,c12c12,

c13c13の 3種類のそれぞれの強度を測って比量を求めて

いたのであるが,CNの非常に詳しい解析が アメリカの

カリフォルニァ大学 (バ ークレー)で行なわれてから,

c12N14,c13N14の 赤外領域の解析を行なって,それぞれ

の強度を各回転線について測定することに よ り C12/C13

を求めることが便利であることがわかった。

私は大分前からこの方法により,天文学教室や東京天

文台の皆さんの協力によって,温度の低い炭素星から温

度の比較的高い炭素星について,分光観測を行なって来

た。ところが前に一寸述べたが,温度の高い炭素星は北

天ではいずれも暗 く,分光器の分散度をよくするとかな

夏

雄 (天文。名誉教授)

図1 ヘール天文台のオフィス

リ大きい口径の望遠鏡を使っても,測定できる程十分な

スペクトルを得ることができないのである。このような

わけで温度の高い炭素星の高分散スペクトルを得ること

が私のここ数年の念願であった。

大へん前置きが長 くなったが,ア メリカの西海岸ウイ

ルソン山 (高 さ 1742メ ートル)と ′くロマー山 (高 さ

1706メ ー トル)にそれぞれ口径 100吋 ,200吋 の望遠

鏡がある。そしてこの二つの天文台を管理しているオフ

ィスが′くサデナにあり, 2, 3年前から創始者のヘール

博土を記念してヘール天文台と呼ばれるようになった。_

私は 1951年未だこのパサデナのオフィスがウイルソン

山天文台と呼ばれていた頃 2週間ばかり滞在 したが,そ

の時は 100吋 も 200吋もただ見学 しただけであった。

1972年の夏丁度 3ヵ 月の間, 私は始めてここの客員研

究員として滞在 し,ウ イルソン山の 100吋で観測するこ

とができた。目的はすでに述べた通りである。この時は

分散度が約 13A/mmと ぃう分光器を使ってⅡD182040

を撮影 したが,十分満足な結果を得ることができなかっ

た。観測条件としては 7, 8月 頃がいいのであるが,こ

の星の赤緯は約 -11° で比較的に高度が低いのである。

今年再び7月 , 8月 の2ヵ 月客員研究員としてヘール

天文台に滞在することになったが,それがきまると同時

に台長のバブコックさんから,今度はパロマーの200吋

でイメージ・ チュープを使ってみたらどうかという大ヘ

ん親切なアドバイスがあった。

そのようなわけで,私は 6月 30日 期待に胸をふ くら

のナサパ

良田藤
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図2 ノくロマーの僧院

ませる思いで羽田を出発した。パサデナという町はロス

アンゼルスの衛星都市,ロ スと町続きで, くるまを飛ば

せば約 30分陣のところである。 2年前の滞在の時近づ

きになったバサデナに永く住んでいる山中さんという二

世の方がロスアンゼルスの空港まで迎えに来 て下 さっ

た。宿も2年前と同じアパー トである。ただ部屋は違っ

ていた。オフィスまで歩いて約 10分。 くるまの運転で

きない私には恰好の場所である。毎日もみ くちやにされ

ながら出かけなければならない東京とは雲泥 の差 で あ

る。いよいよ200吋 での観測の準備のために,パ ロマー

ヘ出かけることになった。ォフィスから約 3時間の ドラ

イブである。観測者をはこぶためのくるまは冷房 してあ

るし, ドライバーはベテラン。途中コロナという町で小

休上をした。

ウイルソンもそうであるが,パ ロマー天文台には観測

者の宿泊のためのドーミトリーがあり,通称 Monastery

(僧 院)と 呼ばれている。 これはできた頃は女の天文学

者で観測をするような人はいなかったので,こ のように

呼んだのではないかと思う。 Monasteryに は専属の料

理をする女性が 2人,交代で勤務している。食堂はひる

食と夕食がサービスされる。ひる食は朝食でもある。山

にいる人は特別な人を除き,ほ とんど夜の仕事なので,

朝寝る人はあっても起きる人はないからである。私はウ

イルソンとパロマーの食堂での面白い違いを発見した。

ウイルソンでは100吋 で観測する人が,主人役で,食事

の時これからデザー ト・ コースですよという知らせを料

理兼ウェイ トレスのおばさんにスズを振ることで厳重に

行なっているが,パ ロマーではそのような厳密なしきた

りはないようで,誰でも気のついた人がスズを振ること

になっているらしい。このことについては,キ ャルテク

(California lnstitute of Technology)の グリーンス

タイン教授が,ウ ィルソン山の方がぶるいからはるかに

因習的,貴族的趣味であリパロマーの方が新しいからは

るかに大衆的らしいと話していた。パ,マ ーの食堂のメ

ーン・ テーブルの横にもう一つ小さなテーブルがある。

そこには観測者の国籍を示す小旗がたてられてある。こ

れもウイルソンとの違いを示す面白い現実である。

さて観測準備であるが, イメージ・ チューブは約 90

mmの 大型であり,ク ーデ室でグレーティングと 72吋

カメラとの組み合せをすると,大体 90 mm近い領域で

6.7A/mm分散のスペクトルをイース トマンⅡaDフ ィ

ルムに結像させることができる。イメージ・ チューブに

は 15000ヴ ォル トの高圧をかけるので,十分注意しな

ければならない。そして星以外の光は厳禁である。この

ような高性能の装置についてはキャルテクのグリーンス

タインおよび ミュンチ両博士がかなり以前から開発に努

力されており,惑星や恒星についてテス ト的に撮影され

てはいたが,晩期型星のしかも赤外領域 (私の狙ってい

るのは 7700Aか ら8800A)については始めてであった。

2年前の滞在の時に比べ,パサデナの毎日の天気のパ

ターンが今度は少し違っていたょうである。とにか く雨

が降らないで晴天が続くことには変 りはないが,朝起き

てみるとスッカリくもっているのである。その状態はひ

る頃まで続 く。午後になってヴェールをはぐように少し

ずつはれて来て, 4時頃には快晴となる。このょうな状

態が毎日続いた。温度は毎日最高 35,6°Cであるが,湿

図3 200吋望遠鏡
下方に水平に見えているのが口径 200吋

(5メ ートル)の反射鏡のホルダーである
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度が低いので一寸ひかげに入ると大へん涼しい。私はた

だ本番の約 1週間がどうかいい天気であるようにと祈っ

ていた。

7月 の末から8月 の始めにかけていよいよ本 番 が来

た。継続 6夜である。最初の夜は,半夜だけではあった

が,グ リーンスタインさんが心配して応援にかけつけて

下さった。ベテランのナイト・ アシスタント (パ ロマー

では 2人のナイト・ アシスタントがおり,大体 10夜ず

つ交代で勤務することになっているそうである)が先ず

目的の星を200吋望遠鏡の視野に導入し,分光器のスリ

ットにセットする。それからは一切観測者がやることに

なっている。クーデ室の真のやみの中で IIaDフ ィルム

の装填をして,シ ャッターをあけて露出準備 OK。 スペ

クトルの幅をつけるための赤経に沿ったスリット上の星

の上下動の準備,光電管のフォトン・ カウンターによる

露出計の作動もOKとぃうことでいよいよ露出開始であ

る。前に述べた星の中で ⅡD137613は赤緯が -25° な

ので南東の空低く昇って来て南中時も高 くなく条件とし

ては大へん悪い。しかし他の2星と共に 90分から 120

分の露出で美しいスペクトルを得ることができた。 1昨

年ウイルソンの100吋 で夏の短かい夜のため 2晩 の連続

露出合計 530分で HD182040の スペクトルをやっとの

思いで得たのであったが,その濃度が未だ不十分であっ

たのに比べ,何 と著しい違いであろうか。私はまざまざ

と大望遠鏡に新 しいエレクトロニックスの寵児 イ メー

ジ・ チューブをつけた偉力を知ったのである。正に鬼に

金棒という言葉がぴったりする現実であった。最初の日

の食堂の小机には米,英,和, 日の国旗がはためいてい

たが,日がたつにつれへって行き,私の観測の最後の日

は日米 2国旗だけになっていた。6日 間の日程はまたた

くまに過ぎたような気がする。観測に忙殺されている間

の時の経過は実に早い感じである。私は目的の 3個の星

の外に温度の低い炭素星のスペクトルも 10 1El近 く得る

ことができた。予定の最後の一晩はすっかり曇って観測

はできなかったが,それまでの5日 間によくはれて目的

をほぼ達することができた。

パロマー山を降りて再びパサデナのオフィスに戻った

時,重荷を降したといった感じが深かった。得られたフ

ィルムを二枚の透明ガラスにサンドウィッチ式にしては

さみこみ,ス ペクトル・ コンパレーターでのぞいた時 ,

美しいシャープなスペクトル線がきれいに並んでいる姿

はまことに印象的であった。赤外領域なので,普通なら

赤外乾板を使うべきでありそれにはまたアムモニア増感

などをして膜面が悪 くなるような心配もあるが,そ の点

も全 く申し分なかった。はるばるここまでやって来た甲

斐のあったことをしみ じみと感じたのである。

今年 4月 11日 交通ゼネス トの日に板橋 (帝京大・

医)の私の部屋へ小堀先生から突然電話があって,理学

部広報にキ トロギアのことを書 くようにとのお話があっ

たので,少 し創刊時代 (1929年)の ことを述べてみた

い。私が編集同人となったのは 1960年以降 で あ るか

ら,内容はもっばら篠遠,和田両先生からの伝開である。

キ トロギアは現在,年 1巻 (4号)を編集発行し, 1

巻の頁数 850頁 ,定価 12,000円 ,発行部数 1200部 。

Advisory Board: H.Kihara, Y. Kuwada, H.

Matsuura, and T, Morinaga.   Editorial Board:

S. 1〔akinO, N. Tanaka, B. Wada, and Y. Sinot6,

]江anaging Editor.   EditOrial Referees: T. IinO,

T.Ishikawa, Y.Kimura, Y.H. Nakanishi, M.

Sasaki, D.SatO, K.Takewaki, K. Tsunewakl,

T.H.Yosida,and A.Yuasa・  ほかに海外 25ヵ 国

い    て

信   徳 (植物。名誉教授)

199名の Standing Collaboratorsが いる。現在 世界

各国よりの寄稿論文は年平均 130篇の多きに達し,印刷

登載を待機している。

国際細胞学雑誌キ トロギア (Cyto10gia)は実業家禾口田

豊治氏がつくられた公益法人和田薫幸会の援助によって

つくられた。養子嗣和田文吾博士はやはり藤井門下の一

人で,小石川植物園内の古い教室の研究室で私は机をな

らべていた。あるとき,薫幸会の援助金のはなしがでた

とき,学術論文の発表雑誌の必要におよび,それには藤

井先生に主幹 (editOr)に なっていただけばきっとうま

くいくということになった。そこで2人で先生をおへや

にたずねた。先生のせまいおへやは,まわ りの本棚には

いっばい本や雑誌がいれてあるばか りでなく,中央のテ

ーブルの上にも,乱雑に (そ うみえる)山 のようにつん

である。その山のかげに先生と保井先生とが,テ ーブル

にアギキ

中田
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の上のわずかな空地で,し ごとをしておられる。おそる  ため本文にもアート紙を使用することにしたのはキ トロ

おそる案を申しあげると,案の定,先生はおいそれとは  ギアが世界に先鞭をつけたものである (和国による)。

うんといってくださらない。いろいろおはなしのあとで  そのために藤井先生自ら製紙会社に出向かれ技術者に当

こうヽ たヽ現にる。 時のアート紙の弱点を除く必要性を陳述され,何種類も

“これはたいへんなしごとである。 もしこれを私がひ  の両面アート印刷紙の試作を依頼 し,周到に吟味された

きうけるとすれば,私は教育のことはやめるわけにはい  結果,合格したのが三菱特両面アー ト紙であった。これ

かないが,研究はこのさいひとまずいっさい中止しなけ  の 100折 のものを藤井記念号に,90瞬 のものを普通号

ればならない。そのくらいの覚悟がなければ,こ の雑誌  の印刷用紙として使用しはじめた。特注は 100連 単位で

をよいものにすることはできない。返事はしばらくまっ  なければ作ってくれないので,昭和 17(1942)年 5月

てもらいたい。" に特注した100連 の用紙が,実は戦時中,戦後の用紙飢

私たちは,私たちの軽いおもわくはひっくりか え さ  饉時代をカバーしたのである。この手持用紙のおかげで

れ,先生の真剣さに圧倒されてひきさがった。(中略)私  キ トロギアだけは一度も紙質を落したことはなかった。

たちは先生によばれてお返事をきくときがきた。“私は  当時は学術雑誌の用紙も配給制となり,紙算は低下する

ひきうける決心をした。しかしあらゆる計画は私にまか  一方で, しまいにはフラ半紙のようになり,量も制限さ

せてもらいたい。"と のお返事をきいてたいへんあ りが  れた。そのみ じめな姿は昭和 22年 ごろの学会誌をみれ

たかった。しかし私にとってはそれからがたいへんであ  ば一目瞭然である。藤井先生の深慮の一端がうかがえよ

った。私たちは藤井先生のことを,石橋を鉄の杖でたた  う。

いてわたるといっていた。キ トロギアをはじめるにあた   印刷を引受けたのは国際文献印刷社の笠井重治氏で,

り,先生の “石橋鉄杖方式"はいかんなく発揮されはじ  藤井先生の注文のすべて (活字はすべて特鋳であった)

めたのである 〔篠遠喜人 :保井先生と藤井先生.採集と  を受けとめてくれたという。キ トロギアの校正の最終作

飼育 1971(9)か ら原文のまま,文中,先生とあるは藤井  業である “立合印刷"も はじめは印刷所はい やが った

健次郎名誉教授,1927年 に定年退官,1929年 にキ トロ  が,今だに連綿として毎号つづけられている。写真版,

ギアを創刊され, 1%2年 86才で逝去された。私とは  ことに電顕像を印刷する場合この立合印用1に際して実施

現国際基督教大学学長,篠遠喜人先生のこと。和国文吾  される周到な注意がいかに大切であるかは内外の学ai誌

博士は本学名誉教授,和田薫幸会理事長,保井先生はお  を比較してみると一日瞭然であろう。

茶の水大学名誉教授,1971年 92才で逝去されるまでキ   キトロギアの編集は1929年から1970年 までの41年

トロギアの同人として献身された藤井先生門下の一人。  間,植物学教室のなかで行なわれた。

藤井先生は退官後も名誉教授として毎日研究室に通って   キトロギアが世界の国際文化の交流に寄与した功績は

おられた。この対話は 1929年某日にあった〕。 故藤井先生への文化勲章の授与,仏政府からのレジオン

印刷については藤井先生もしろうとで篠遠先生らは大  ドヌール勲章の贈呈などがあり,最近には昭和 45年 ,

変なご苦労をなさっておられる。“これからは国際的で  出版文化国際交流会からキトロギア主幹篠遠喜人に対し

なければならないから,掲載論文はすべて英。独・仏の  定期刊行物として最初の国際出版文化賞が贈られた。今

3ヵ 国語にかぎり,日本語はやめょう"と いうのが藤井  日までに登載した論文 1,771篇 ,19,343頁,ほかにサ

先生の構想であった。 プリメントが 2,099頁ある。

誌名,紙質,組方,活字,印刷,イ ンク,その他に関   キ トロギアが今日あるのは東京大学理学部植物学教室

するご検討は並大抵のことではなかった。洋紙間屋博進  の歴代主任をはじめ,多 くの教室員の方々が創始者藤井

社からあらゆる種類の印漏1用 紙の見本をとりよせていろ  健次郎,保井コノ,篠遠喜人,和口文吾らに対し,終始

いろ吟味したあげく,イ ギリスからの輸入紙が採用され  かわらず与えられた精神的ご支援によるもので心から厚

たという。その後 1987年に多 くの顕徴鏡写真を載せる  くお礼を申しあげたい。
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環太平洋エネルギー鉱物資源会議に出席して

我が国の人口は間もなく1億 1千万を越えるという。

明治 5年には 3480万人であったから,百年間で約 3倍

に増加したことになる。これは日本に限ったことではな

く,人 口増加は世界的現象である。世界の人口は 1850

年には 11億に過ぎなかったが, 1950年 には 25億 ,

1975年には 38億に達しようとしている。 しかも, そ
の増加率は衰えるどころか上昇を示し,人 口爆発と呼ば

れ,こ のまま放置するならば食料も土地も不足すると警

鐘が打たれている。

人口の増加とともに,人類の経済活動が加速度的に拡

大されている。そのために消費されるエネルギー鉱物資

源の量もまた加速度的に増大している。人類は今日地上

に降り注ぐ太陽エネルギーの総量の 1万分の 1,つまり

1010カ ロリーのエネルギーを消費しているとの推算が行

なわれている程である。人類はこの膨大なエネルギー源

のほとんどすべてを化石燃料に求めて来た。すなわち,

大古の動植物の遺骸の一部が地中に埋もれ,地下数 km
の深所で数千万年, 数億年の長年月を要して石炭 。石

油 。天然ガスに変化したものを,ふたたび地下から掘り

出して来て燃ゃしているわけである。また,我々の生活
に欠かすことのできない製品の原料も,その多 くを地下

資源に仰いでいる。鉄・ニッケル・ コバル トなどの鉄金

属,銅 。鉛・亜鉛・ アルミニウムなどの非鉄金属,金・

銀 。白金等の貴金属など,金属のすべては鉱物資源を製

錬することにより得ている。陶土・陶石・ シリコン◆燐

等の非金属資源の多 くも地下から掘り出して来る。化石

燃料の次にエネルギー資源の主役になると期待されてい

るウランもまた鉱物資源である。これらの鉱物資源は,

地表における風化・堆積作用,地中における火成活動 ,

熱水作用により,数千万年,数億年の才月を要して生成

されたものである。

化石燃料と鉱物資源は現在もこの地球上で出来つつあ

る。しかしながら,その生成速度は微々たる ものであ

り,それらが人類にょって採掘され費消される速度に比

するならば零に等しい。とすると,これらの資源が有限

であることは自明の理である。地下資源の生成速度に比

べれば成長速度の極めて早い森林資源ですら,大量消費

される今日では,切 り倒される速度の方が逢 かに凄 じ

く,昔訪れた山奥の美林が見る影もなくなっているのに

驚かされることが多い。一度採掘されてしまえば再生の

東 (地質)

出来ない地下資源だけに,も し我々が地中を,X線写真

を見るように,透視し得る能力を具えているならば,恐
らくぞっとすることであろう。

エネルギー鉱物資源は有限である。増加し続ける人口

と,政治体制の如何を間わず増大し続ける人間の経済活

動を維持するためにこの有限の資源の消費も急テンポで

進んでいる。この状態で進むならヤざ,地下資源の枯渇す

る年数は予想以上に早 くなるであろう。とくに,石油・

ウランは無いに等しく,ま た他の地下資源も不足 し,大部

分を輸入に頼っている経済大国日本の前途は容易ならざ

るものである。石油の輸入一つでも停止すればどうなる

かは,オ イルショックで嫌という程の経験をさせられた。

このような情勢の下で,第 1回環太平洋エネルギー鉱

物資源会議が,去る8月 26～ 30日 に,ホ ノルルにおい

て開催された。会議の目的は環太平洋地域のエネルギー

鉱物資源の研究,探査,開発に従事 している地球科学者

と技術者が一同に会し,経済・環境・地質・地球物理の

各観点からの研究並びに開発と探査の実際について,現
在各lElが持っている情報を交換し合い,資源をより有効

に活かす道を協力して求めようとい う点にある。会議に

は日本を含めた極東諸国, ソ連, 東南アジヤ諸国, 濠

州,ニ ュージーランド,南北両ァメリカ諸国 その他 30

ケ国から, 約 800人 の出席を見る盛況で, 資源問題に

集まる各国の関心の深さを示すものである。会議は一般

的問題の討議の後,石油 。天然ガス・石炭・鉄および非

鉄金属鉱物・非金属鉱物・地熱エネルギー・地下水の各

専門部会にわかれ,総計125に 達する講演が行われた。

会場は 4室にわかれたので,全部を聴 くことは不可能で

あるが,自 分の専門に近い石炭と炭化水素を中心に,地下

水・地熱・鉱物とできる限り覗いて見た。また,Hilton
Hawaiian Village内 にある会議場の広い ホールには

種々の展示が並び出席者の足を止めた。

地下資源の研究と探査開発の基本になるものは正確な

地質図 (Geological Map)で ぁる。地質図には単に岩石

の分布だけではなく,岩石・地層の相互関係,地質時代,

構造などが地質学の一定の約束に従って描かれている。

従って,地質図を読むことにより,地下の様子や未開発

地域の地質を推定することが可能である。環太平洋地域

は南西・北西・北東・南東・南極の5地区に分けられ,

それぞれの地区毎に地質図編集委員会にょり200万分の

島飯
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1地質図が作られつつあり,その一部が展示 され てい

た。陸上部とその周辺陸棚部のみに限らず,最近の大平

洋底の物理探査とボーリング調査の結果から,C01umbia

大学の Heezen博土にょり作られた太平洋底基盤地質

図も展示され興味を集めた。それによると,東大平洋海

嶺を中心にして,東西両側へ新第三系,古第三系,上部

白亜系と順次太平洋底の基盤が古い時代のものになって

いるのが美事に図示され,海嶺から両倶1ヘ プレートが移

動 したとするプレートテクトニク説も成程と思わせる分

布をしているが,日本を含む西太平洋はかなり複雑に見

える。プレートテクトニク説は今度の会議においても広

く受け入れられており,地下資源の分布をそれ で説 明

し,可能地域を推定しようとする試みがかなり認められ

た。例えば, Convergent plate boundariesは 石油の

生成・集積に最も好適であるという仮説が提出され,環
太平洋地域の油日の分布はこの説でうまく説明できると

いう。火成活動に伴なう鉱物資源の分布もプレートテク

トニク説と関連させて説明しようとする傾向が強い。私

は友人と共同で,石炭化作用と温度との関係について発

表 し,コ ークスの原料となるレキ青炭の石炭化は,従来

の定説とは異なり,85～ 125°Cとぃう低温下で起こるこ

とを明らかにした。

ホノルルを最初に訪れたのは 15年前になる。太平洋

学術会議がハワイ大学で開かれた時で,プ レートテクト

ニク説の基となった海洋底拡大説を Dietz博士から聞

いた興奮を今でも覚えている。フイキキには 10階建の

ビルは2, 3しかなく,静かで, 何処からも Diamond

Headが眺められた。それから,8年前にオアフ島に半

月程滞在した。 UC Berkeleyの Hay教授と同島の火

山堆積物を研究するためで,島内を歩き廻ったが,一歩

ワイキキを出れば静かで,自 然を楽 しむことが出来た。

7月 始めに西部からの帰途,空からフイキキを眺めてシ

ヨックを感じた。西部の広大な砂漠を旅して来た直後だ

けに,開発の進んだのを見て余計感 じたのか も知 れ な

ぃ。 8年ぶりにフイキキを歩いて,も う三度と来る気が

しなくなった。ホノルルの女日人に言わせると,コ ンクリ

ートジャングルと化し,東京と同じになったという。フ

イキキの象徴 Diamond Headも ビルの隙間越しにやっ

と見えるだけになった。 8年前に歩いた Koko Head周

辺も宅造の波に埋まり,レ ジャー施設に占領 され てい

た。 KOko Craterの 底に接んでいたサソリの群はどう

なったことであろうか。

類 人 猿 研 究 の 最 近 の

西

動 向

田  禾J  貞 (人類)

国際霊長類学会 (IPS)の第 5回大会が,8月 21日 か

ら 24日 まで名古屋でおこなわれた。IPSは ,1968年
に創立され,大会は 1966年のフランクフル トを皮切り

に,二年毎におこなわれている。第 2回 と第 4回が米国

で,第 3回がスイスで開かれたので,今回の大会が日本

で開かれたのは,研究の質や研究者の数から言っても時

宜を得たものといえよう。参加者 305人 のうち,120名

が外国人研究者であった。

4日 間のうち, 1日 は京都大学霊長類研究所や日本モ

ンキーセンターの見学にあてられたので, 14の セショ

ン (大会発表)と 5つのシンポジウムが 3日 間でこなさ

れた。セションは内容別には,吐会学おょび生態学」が

4,唯会行動」力ヽ 3,「形態物 が 2で ,「温度調節」,

「遺伝学と生化学」,「医科詢 ,「繁殉 ,蹴端い 学習 。記

1意」のセションが各 1である。 シンポジウムの テーマ

は,「霊長類の社会構造」,「霊長類における行動変異の

決定子」,「 ロコモーションとヒトイロ,「分娩生理学」,

「IF経生理学」の5つであった。他に,霊長類の保護と,

野生チンパンジーの研究に関する討論会かもたれた。

保護の問題では,東南アジアや南米から,実験室での

研究を目的に,研究者自体が無制限にサルを輸入してい

る事態や, 日本企業などによるボルネオの森林破壊が批

判された。

大会では,い くつもの講演が同時に並行 しておこなわ

れたので,私は多 くの研究発表のうちの一部を聴いたに

すぎない。それで,こ こでは,私の最大の関心事の一つ

である,類人猿の位置づけについて,学会に現われた最

近の動向を記したい。

進化人類学の焦点は,結局,現存する大型類人猿 (と

くに,チ ンバンジー)と ヒトとの系統的関連性の問題に

つきる。最近 10数年の野生チンパンジーの研究は,彼

らが森林だけでなくサバンナにも棲息し,かなりの頻度

で共同狩猟と肉食をおこない,道具を製作して使用 し,

食物の分配が見られるといった,霊長類ではこれまでヒ

-7-



卜に限られると言われてきた行動的特徴を示すことが明

らかとなった。子供の成長の遅いこと,(完全にオ トナ

になるのは, メスで 13～ 15年, オスで 15～ 16年 ),

血縁が集団内での個体関係に影響を及ばすこと,ア カン

ボウ殺しとカニバリズムの見られること,一つの単位集

団たるコミュニティから隣接するコミュニティヘ,若い

メスが「嫁入 り」することなどは, 1970年代 に入って

発見された事実である。

もちろん, このような現象的な類似をもって,「チン

バンジーとヒトを区別する本質的なものはない」と言い

きることはできない。たとえば,「食物の分醐 といっ

ても,起こる頻度は限られていて,その基盤となる食物

獲得活動における分業がない (すなわち,生存に不可欠

でない)こ と,要求されなければ,けっして分配は起こ

らないことなど,ヒ トのそれとは基本的な相違が認めら

れねばならない。道具にしても,道具を作るための道具

が無いことなどいくつかの相違以外に,ま たしても,生

存上不可欠の行動でないという点に決定的なギャップが

見出される。それにもかかわらず,ヒ トと動物を区別し

ていたきわめて多 くの「ヒトの属l■」が,今や無用のも

のとして取 り除かれたことは否定できない。IPSの シン

ポジウムでの Rumbonghの講演は,Gardner夫妻が

明らかにした,チ ンパンジーの言語修得能力を追認する

ものである。一つの単語に相当する「身振 り」 (聾唖者

の使うサイン),「プラスチックの模型」あるいは「鍵盤

のキー」の意味をチンバンジーは数百以上覚え,それら

を一定の順番 (咬法」)に従って組み合せ,「文章」を

作ることができる。 8つの色彩に名前をつけたり, Yes

と Noを習得したり, 代名詞を使えるだけでなく, 新

らしい状況に応 じて,彼 らは訓練者が教えなかったまっ

たく新らしい文章を自発的に「しゃべ り」だす。たとえ

ば,一頭の若いメスに身ぶり言語を教えこんだ Roger

Foutsは, 自分の名前を教え, また別の機会に, 糞と

関連して「dirty」 という形容詞も教えた。ある日, そ

のチンパンジーが身ぶ りで要求した果物を Foutsが与

えなかったところ, チンパンジーは,「Dirty Fouts!」

と彼をののしったという。おそらく,の どの解剖学的原

因から,チ ンパンジーは Human Speechを 獲得する

ことはできないが,彼 らがヒトときわめて類似した思考

様式をもっていることは疑う余地がない。こうして,ヒ

トと動物を区別していた最後の壁が取 り除かれつつある

という感が深い。

一方,ヒ トとチンパンジーが共通の祖先をもつという

ことには誰も異存はないが,共通の先祖がいつ頃地球上

に存在していたかについては議論百出の状態である。一

方の極に,ヒ トは類人猿よりも原猿類に似ているので,

共通の先社は, 3000万年以前に遡るという立場から,

分岐は 500万年 くらい以前のことにすぎず,チ ンバンジ

ー,ゴ リラもヒト科にふくめよという主張まである。現

存霊長類の系統の親疎を明らかにするには,比較形態学

的方法と,比較免疫学的方法とがあるが,進化の直接的

証拠は化石による以外はないので,人類進化論は,結局

比較形態学 (骨学)に最も依存することになる。

分岐の年代が,前に述べた両極端のどちらに近いかの

決め手になるのは,やはり中新世に棲息していた ドリョ

ピテクス類であろう。一つには,頭骨以外の化石出石が

少ないせいであるが,こ の類人猿が「腕渡 り」をしてい

たのか,手の甲をつけて歩 く「Knuckle walking」 をし

ていたのか,サルのように「四足歩行」をしていたのか

さえよくわかっていない。形態学は最も古い学問である

にかかわらず,なぜこんな状態にとどまっているのであ

ろうか? 一つには,機能より,型式による分類に重点

が置かれていたこと,一つの種について全体的な見方が

欠けていたことであろう。手骨の比較研究をする形態学

者と,足 。腰・肩・頭骨などの専門家が,それぞれ別の

系統論を提出する事態は,ど う見ても尋常とは言 え な

い。

形態と機能という古い課題が解決からほど遠 く,現存

霊長類の野外でのロコモーションの詳しい観察と,比較

形態学的研究が有機的に結合されねばならない。新世界

のサルと旧世1界のサルの平行進化の研究と,類人猿では

ピグミー・チンパンジーをふ くめた比較研究が,新 らし

い視野を開 くであろう。

われわれのように,初期人類の生活復元をめざす者に

とっては,チ ンパジーが化石霊長類のどれに類縁が最も

近 く,ヒ トとの分岐がいつ頃であるか見当が つか な ヽヽ

と,いつまでたっても欲求不満の状態におかれ続けるこ

とになるのである。
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lST ISC¨ IAMS

―
The First lnter‐ Sectional Congress

Association of Microbiological

of the International
societies--

今年の東京の夏は格別暑かったように思う。その残暑

もまだ冷めきらない9月 1日 から7日 までの 1週間 (実

質的には4日 半), 第 1回国際微生物学連合会議が帝国

ホテルを舞台に開催された。 国際微生物学会 は, 1980

年,パ リで第 1回会議が開かれてから,名称は何度か変

ったが,戦争中を除いてほぼ 8年ないし4年 ごとに開催

されてきた。そして前回, 1970年 にメキシヨ0シ テイ

ーで開かれた第 10回会議において,発展的に大きな機

構改革がなされ,細菌学,ウ イルス学,菌類学の三つの

部門に分割された。各部門はそれぞれ独立に 4年に 1回

国際会議を開く。そしてそれとは別に,やはり4年に 1

回,三つの部門が一堂に会 して連合会議を開 くことも決

められた。今度の東京会議は,こ の決定に基づいて開か

れた第 1回 目の連合会議というわけで,国際微生物学会

の通算としては第 11回 目にあたる。日本で開かれたの

は初めてである。大会事務局 (組織委員長,九大,日 高

醇教授)の発表によれば,今度の会議には,世界のほぼ

全域にわたる 43の 国から1700余名 (日 本から約 1200

名)の参加者があり,のべ 45の部会で 236(日 本から

67)の発表がなされたという。

いまさらいうまでもなく,微生物はわれわれ人間社会

と切っても切れない深い関係をもっている。今度の会議

に寄せて, 8月 の後半,朝 日新聞夕刊に「/Jヽ さな小さな

敵と味方」という特集記事が 15回にわたって連載され

た。お読みになった方も多いと思うが,微生物にはずい

分いろいろな変り種もいて,今やジェット機までが,燃

料タンク内に巣くうカビに食われて墜落の危機に瀕する

ことさえあるのだそうである。微生物と人類とのかかわ

り合いは,良 きにつけ悪しきにつけ,直接われわれの生

命に影響を与える医学,薬学面でのものがもっとも重要

であるのはもちろんである。しかし今後予想される世界

的な食糧難,エ ネルギー危機,公害による地球汚染,果

しないごみ戦争というような不愉快な話を耳にするたび

に,理学面での基礎研究は言わずもがな,農学面,工学

面での徴生物とのかかわり合いも,も っともっと深めら

れなければならないと思うが,今度の会議ではそういう

面での研究報告もかなりなされたようである。

津 純  一 (植物)

ところでこのように多岐にわたる徴生物学の国際会議

ともなると,その内容もぼう大である。会議はすべて半

日を単位とするシンポジウム形式で進められたのである

が,毎 日7会場で並行的に開かれたため,精勤してもせ

ぃぜい 1′7しか開 くことができない結果にな って しま

う。 今回採決された トピックは次の八 つ で あ った。

A. Comparative Microbiology, B. Developmental

Microbiology, C. Infection  and  Antimicrobial

Agents, D. Immunity and Non‐ Specinc Resistance,

E. Microbial Toxins, F. Microbial Products, G.

Ecology,H.Preservation.こ のうち,われわれ 理学

系のものが直接的な興味を覚えたのは,主としてAぉ ょ

びBの トピックであった。たとえばAの部会では,分類

学,遺伝学,構造と機能という三つの話題について九つ

のシンポジウムがもたれ,特に第 3の話題については,

Ultrastructure and function of the cell envelope,

Membrane and tFanSpOrt,Flagellaと ぃう三つのシ

ンポジウムが開かれた。 昨年の理学部広報 (5巻 8号 )

に,飯野教授が「細菌べん毛の七不思議」と題して大ヘ

ん興味深い話を書いておられるが, Flagellaの シンポ

ジウムは飯野教授が COnvenerと して組織 され,CO‐

chairmanと しての労もとられたものであった。この会

場では,べん毛の運動の機構やその際のエネルギーの間

題を中心に七つの報告がなされた。そしてべん毛の運動

が単なる波の伝播ではなく,べん毛繊維自体 がそ の基

部で回転運動をしていることがほぼ明らか に され た。

Membrane and transportの シンポジウムは,本学薬

学部の水野教授,安楽助教授が中心になって組織 され

た。さまざまな物質に対 す る さ まざ まな transport

systemsについて 10ほ どの報告 がな され た 中で,

Kaback博士 (ア メリカ)の,大腸菌から単離 され た

membrane vesicles でみられた actiVe transport とこ

ついての報告は注目を浴 び た。 また UltraStructure

and function of the cell envelopeの シンポジウム

では,InOuye博士 (ニ ューヨーク州立大)に よる,大

腸菌の外膜の構造体としての lipOproteinの, ユニー

クな合成と集合の機構についての報告は熱がはいり,討

石
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論も集中した。細菌の膜 (外皮)に対する関′いは,こ こ

数年特に高まっている。膜が単なる袋として存在するの

でないことはいうまでもないが,こ こで触れ た物 質 の

tttnspoFtと いう重要な役割のほかにも―,それはべん毛

運動の支点を提供し,細菌の抗原性を決め,ウ イルス等

の外界要因に対する receptor siteを もち,DNAをは

じめいくつかの物質や構造体の合成の場となり,さ らに

より積極的にはそれを調節 してぃると考えられる。この

分野での研究は今後ますます盛んになっていくことであ

ろう。

Bの トピックについては,膜の形態形成,カ ビの微細

構造,ウ イルスの形態形成と題する三つのシンポジウム

が開かれ,興味深い報告もいくつか日についたが,残念

ながら紙面が尽きた。最後に,こ の国際会議を通して,

またその直後に開かれた日本遺伝学会第 46回大会 (仙

台)に出席して感 じた二つの点を挙げて結びとしたい。

一つは,日本の若手研究者の英語が平均的にずい分 うま

くなったという,喜ばしい点である。もう一つの点は,

先般アメリカの科学アカデミーでも問題にされたことで

あるが,遺伝学者だけに限らず,核酸を研究対象として

扱う研究者は,その取り扱いに慎重でありたいという自

戒である。大腸菌やそのファージなどでは,最近,極端

にいえばおよそとりたいと思 う突然変異体は何でもとれ

るという感じさえする。一方において,DNAの 基本構

造の類似性から,細菌やウイルスの遺伝子は,割合簡単

に高等動植物の染色体に組込まれてしまうら しい こ と

が,最近の研究で明らかになってきた。まか りまちがっ

ても,変な遺伝子を人類社会に持込んで,新たな研究公

害といったようなものをひき起したりすることがないよ

う,十分注意しなければなるまい。

出い思生先士侃多本

高

中期 (2年生)になってはじめて入つた 1号館の3階

の教室で,は じめての応用電気学の講義,その教壇で,

橋 秀  俊 物理)

ニコニコしながらゆっくりと噛んで含めるような回調で

話されている丸坊主で背が高く,あご長の先生,そのイ

メージが今でもあ りありと思い出される。気さくな面白

そうな先生というのが,本多先生に対する学生たちの印

象だった。

先生は当時 (昭和 10年)は講師で,理研の西研究室

で高電圧現象の研究をしておられた。学生実験でも高圧

実験を担当され,天丼の高い薄暗 くて不気味な高圧実験

室で,火花の実験などを教わったのを記1意 している。

昭和 12年に助教授になられ,こ ちらにも研究室をも

たれることになった。そして思いもかけず,ち ょうどそ

のとき卒業した私が先生の助手として先生をお助けする

ことになった。

当時先生がどういうことを研究しておられたか,高圧

の放電のことという以上にはょく覚えていない。助手な

のにひどい話と思われるだろうが,正にその通 りで,生

来わがままな私は当時,放電ということにはどうにも興

味がわかず,結局,ill定技術関係,特に電子工学の応用

の面で何とか先生のお役に立っただけである。全 く申訳

なかった次第で,先生の御寛容に甘えた形で,先生もさ

ぞお困りだったと思 う。そんなわけで,専門的な面では

先生から教えていただくことは少かったが,学問以外の

面,特に先生の御人格,研究者としての態度というよう
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な面で,先生からどんなに多くのことを授けていただい  で会社に行って今活躍している人は数知れない。これも

号室という溜 り場に,昼休みになると集まってだべって  ろ考えて下さる先生のお人柄が,余人を以て代えられな

いたが,先生はいつもそこで食事をされながら,群馬県  かったからだろう。

に雷をつかまえに行った話とか,水の中の蛇に電気をか   東大をやめられてからは東京電機大学教授として大学

ける話だとか,い ろいろ面白い話をきかせて下さった。  院の方を担当しておられた。もともと頑健という方では

その後,今度は先生に教官の会食でお話をうかがうよう  なかったが,停年後も至って御元気で,電機大学の方へ

になっても,先生の話題の広さと,おだやかで,そ して  はずつと行っておられたと聞いている。6人のお子様が

いかにも楽しそうに話されるその雰囲気とは,かけがえ  それぞれ立派になられ,ま たこれから余生を楽しまれよ

のないもののように思われた。 うというところ,全 く急になくなられて,惜 しい限 りで

先生は助教授になられてから停年でやめられるまで,  あるが, しかし先生らしい大往生なのかもしれない。謹

ずっと物理学科の就職係をやっておられ,先生のお世話  んで御冥福を祈 りたい。

私の読んだ本 (15)

吉 川 庄 一 著

骸 の 戦 」 (講談社 1974)

水 忠  雄 物理)

たか,忘れることができない。

当時は物理教室も小さく, 助手がたった 7名で, 227

6月 19日 ,吉川教授は,教授会講演として「代替エ

ネルギー源としての核融合」と題してお話しをされた。

教授会講演は,その要旨を理学部広報に掲載 す る こ と

が,これまでの習慣であるが,御病気のため当分の間吉

川教授からは原稿がいただけそうにない。そこで, “代

替"と して,講演と同じような内容をもつ表記の書物の

内容をこの欄で簡単に紹介することとしたい。なおこの

本は毎日出版文化賞を受けることにきまった そ うで あ

る。

この本は女子大の英文科出身でこの方面には全 く素人

である山崎さんというお嬢さんが,おそらく著者の分身

であろうと思われるA教授 (都内某大学の非常にきたな

い建物の三階にオフイスをもっている), B博 士 (原子

力研究所に勤務する核融合研究の権威), D博士 (ア メ

リカに頭脳流出している研究者)な どから話 を 聞 い た

り,あ るいは世界の主だった研究所を見聞して歩 くうち

に,次第に啓発されていくという物語 りである。このよ

うな手法は科学解説書などでよく用いられるが,狂言ま

わしの山崎さんは,け っしてわずらわしく表面に現われ

ることなく,終始おとなしい聞き手である。それ だ け

に,世界一周の見学旅行を終えた山崎さんが,核融合研

先生が工学部出身で会社等の状況によく通じておられる

こともあるが,やはり何よりも学生の身になっていろい

究についてどれほど理解し,そ して “一般人"と してど

れだけの自覚をもつようになったかは,つい聞きもらし

てしまった。もっともこのことは著者が読者から最も聞

いてみたいことの一つであるに違いない。

A教授は我々が近い将来にどんなに深刻なエネルギー

問題に直面するかということから説き起こして, 21世

紀以降に最も期待されるエネルギー源として核融合があ

るということを多くの具体的数字をあげながら,た くみ

に説得する。このくだりの一二章はこの本でも最も迫力

がある部分で,日 頃著者のもっている強い信念がうかが

える。ついでながら日本人のもつ核アレルギーについて

も,さ らりと批判していて面白い。

さて山崎さんは原子力研究所において,核融合につい

てのだいたいの概念を頭に入れてから,プ リンストンの

プラズマ物理研究所に飛ぶ。そこでC博士はプラズマの

基本的な性質と,核融合反応のおこる条件を説明する。

たまたまフイラデルフィアで開かれていたプラズマ物理

の学会の会場でつかまえたD博士は,核融合研究の二大

テーマ即ちいかにプラズマの温度をあげるか,そ してそ

のプラズマをいかに長時間保持するかという問題につい

て説明をはじめる。 D博士といえば,「何故日本に帰ら

ないのか」という山崎さんの質問に対して,ふともらす

1リヒ△
口融

清
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感想が大変興味深い。

話は,ブ ラズマの不安定性の問題から,具体的な装置

の紹介に進んでいく。 トコマク型の装置だけでなく,ス
テラレーター,ス フエレーターなどそれぞれの装置の特

徴が くわしく説明される。同時に研究途上に生 じた困難

とその克服歴史が実感をもって語られていく。そして現

在最先端で稼動中の装置や,建設あるいは計画中の装置

を説明することによって核融合成功までの道程が明確に

不さオ■る。

そこには本質的な物理学の問題があることは勿論であ

るが,ま た一方ではつくられる実験装置あるいはできる

プラズマの密度や大きさに強く依存する問題もあること

は否定できない。いわば装置を作ってみなければわから

ないという要素も多い。その意味でこれから数年の間に

いったいどんなことがわかってくるのか興味津々たるも

のがある。

この本は一般向けの科学解説書として大変成功してい

ると思う。核融合研究が目的のはっきりしている仕事で

あり,ま たそれほど “突飛な"概念を使わずにも説明で

きる。いわば “わからせやすい"テ ーマであることもあ

るかもしれない。しかしこの本はそれ以上の何かを含ん

でいる。

このような問題に深くコミットして活躍してきた著者

〈学 部 消 息〉

日

日

日

日

7月 理学部会合日誌
10:00～ 12:00 会計委員会

16:00～ 17:00 主任会議

14:00～ 17:00 理学系研究科委員会

13:30～ 15:30 教務委員会

14:00～ 17:00 将来計画委員会

日

日

日

日

(月 )12:30～ 13:10 学部長と理職との定例交渉

(火)13:00～ 14:40 人事委員会

(水)13:00～ 16:20 教授会

(水)13:00～ 14:00 人事委員会

日

日

日

日

(月 )

(火 )

(水 )

(水 )

9月 理学部会合日誌

14:00～ 15:40 理学系研究科委員会

13:30～ 16:10 人事委員会

10:00～ 12:00 会計委員会

10:00～ 11:30 教務委員会

14:00～ 17:10 教授会

としてみれば当然のことであろうが,こ の本でのべられ

ている核融合研究の将来は我々門外漢が予想するよりは

るかにバラ色に満ちている。著者がはじめにのべている

ように核融合研究には,国によって緊急性,必要性,特

殊性がかなり異なる。全人類共通の課題でありながら,

一方ではナショナリズムがスムーズな国際研究協調のさ

またげにならないかという心配もある。どこかの研究所

で実証炉が動きだしたときにはたして,高い研究 レベル

にある国ならセゴどこでもそのコピーをすぐに作ることが

できるのであろうか。原理的なことはすべて明らかにさ

れていても,装置の材質や,構造についての細かいノー

ハウーがわからないために,す ぐにはコピーを作れない

ということは,ウ ラン濃縮のプラントに例を求めるまで

もなく身近にい くらでもあることである。大きな計画を

遂行する以上,研究が能率と経済とが考慮された組織化

されたものになっていくのは当然であろうが,それが計

画的になるあまり,独創的アイデアの芽がのびないよう

な事態が起こるとい う心配がないわけではない。核融合

実用炉までにはもう大きな飛躍は必要なく地道な積上げ

だけが要求されているのかもしれない。次の機会にはこ

のようなことについても組織者としての著者の抱負がも

っと多くきかれればよいと思う。

教 授 会 メ モ

7月 17日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320

(学部長海外出張中につき下郡山教授が議長を代行)

1。 前回議事録の承認

2.人事異動等の報告

3,外国人客員研究員の紹介

4・ 人事委員会報告 (木原)

5.会計委員会報告 (吉川)

校費配分案の説明があり承認された

6.将来計画委員会報告 (黒田)

まずライフサイエンス関係の問題をとりあげ関係

する諸学科の代表者をも含めて現状と将来について

討論した

7.教務委員会報告 (岩堀)

i)教職免許取得のための専門科目振替認定案の一部

訂正

ii)入試についての国大協アンケー ト回答案

iil)採点報告方法の改正案
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iV)第 4学期時間割についての説明

8.ガイダンス委員会報告 (朽津)

ガイダンスブック訂正加筆の原稿提出の依頼

9.環境安全委員会報告

全学委員 藤原教授

理学部委員長 高橋武美教授

全学環境安全センター設置案の説明

10.寄附 1件

11.綜合大学院委員会報告 (渡辺)

第 4回委員会の報告および将来計画委員会原案にも

とづく,理学部として意見を提出したことの報告

12.学内情勢について

13.東大百年史委員会の発足について

14.RI汚染事故 (教養学部)について特別委員会を設

け対策を協議することになった旨報告があった

15.学部図書館および第 2綜合図書館について報告と内

容説明 (藤原)

教 授 会 メ モ

9月 18日  定例教授会

理学部 4号館 1320

教授会に先だち,浅田教授から「中国における地震予

知」と題して講演があった

1.新任の佐藤哲也講師の紹介

2.本多名誉教授の御逝去 (8月 19日 )に対し全員で

黙薦を捧げた

3.前回議事録の承認

4。 人事異動等の報告

5.研究生の期間延長と入学の承認

6.寄附 1件の承認

7.人事委員会報告 (木原)

8.教務委員会報告 (岩堀)

i)採点報告方法の改正について

ii)全学ゼミナールの開講の申込みを各教室に強 く要

望された

ili)第 4学期ガイダンスについて。10月 21日 (月 )

の予定

iv)ガイダンスの際配布する授業内容一覧の原稿提出

の要請

V)委員交代の件

数学,物理,地物―天文のシグロックの委員をき

めてほしい。なお霜田教授は来年 3月 まで任期があ

るので,こ の間物理ブロックは委員が二人になる。

宙)進学振分後の進学者最低点の公表について

9.会計委員会報告 (吉川)

部長保留金理学部共通経費配分案の説明があり,原

案が承認された。

10.委員の交代

学寮委員 松野助教授より高倉教授ヘ

改革室委員 上村助教授海外出張のため後任を選考

する。

11.改革室の作業の報告 (上村)

12.綜合大学院委員会の報告 (渡辺)

13.全学環境安全委員会の発足について

委員 藤原教授

14.理学部環境安全委員会報告 (高橋)

武排水分析,排溶媒処理の方法について

15.東京大学倉1立百年記念事業募金準備会の発足につい

て

16.学内情勢報告

17.RI汚染問題特別委員会の結論について

18.外 国人学生委員報告 (藤原)

動異事人

名

正

隆

　

　

　

暢
　
　
　
弘

藤

島

本

野

村

井

岩

岡

職

吉

川

山

菅

中

石

大

柴

職

手

　

手

助

手

手

手

手

官

助

　

助

助

助

助

助

助

手

室

学

学

学

学

学

理

理

物

助＜

教

化

化

化

化

化

物

物

植

発今年月日

明   49. 8.10
ヨ
=      49.  8. 10
学   49.9.1
等   49.9.1
夫   49。 9.1
カ   49. 9.1
7E      49。  9. 15

郎   49.9.1
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考

東京都立大助教授就任



(講師以上)

教 室   官 職

物  理

地 質 助 教 授

教室   職名

物 理  教 授

化 学 教 授

動 物   ″

情報研   ″

植物園  助教授

物 理

人 類

理

物

物

類

物

植 物  助教授
・ 駒 嶽

7月 海 外 渡 航 者

渡航先国

連合王国

連合王国

中華人民共和国

フランス, ドイツ
連邦共和国,連合
王国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

連合王国,ス ウエ
ーデン

ドイツ連邦共和国,

オース トリア,ス
イス,イ タリア

子弁じ蓬集糞昇菌

シリア,レバノン
,

トルコ, シリア,

イラン,イ ラク

サウジアラビア

ドイツ連邦共和国 ,

オランダ

連合王国,フ ラン
ス,フ ィランド

アメリカ合衆国,

スイス

アメリカ合衆国

紘  アメリカ合衆国

貞  オース トリア

夫
  釜翼真霜箇,ド集二

ラン ド

渡 航 目 的

暴言鷹実f悉柳菱雷雇踏倉め

∬省[書
びZヌ逝雀誹葵羹

地震学の研究のため
瞥顔旱量保曇姿含蒋釜ふだ研究連絡のため
霙i界俳発経霧努充議出席

霊ふ界斃窪軽雰饗倉議出席

雪了予吻 濶
ため

雰Z肇ラ態筆垢斜晃敵蛭惚
の

1曇if旨曽蓋曇言燥警曇
のため

西アジア洪積世人類遺跡学
術調査のため

査のため 
区の地域開発調

災考貪議出席全ζ界騎基訴

藝畠層国管蓼絲奨警緯秀貪め

透猪舌禿踏実施
および研究

星曾]損覺醤[骨2i香
驚

雷島ロワ験燐発経霧饗倉議
霊長類学の国際会議出席の
ため

NATO国 際夏期講座 お よ
び トランスアォーメーショ
ン●トランスフェクション

席露iふ霧臭呈霧踏貪議
出

考名氏 発令年月日    異 動 内 容

49.8. 1  
英撃羹晶謹軍攀∫

~建

鼻薦撃

'東

京

49.  8. 31    0更    踊癸

寛

　

夫育

浦

　

城

須

　

久

球

理

地

物

氏   名

山 口 嘉 夫

島 内 武 彦

浅 日  敏

植 村 泰 忠

吉 り|1 庄 一

江 上 信 雄

後 藤 英 一

古 沢 潔 夫

上 村   洸

遠 藤 万 里

渡航期間

7.2～ 7.16

7.  7- 7. 31

7.  9- 7. 29

7.10～ 8.13

7.10～ 9.13

7.18～ 7.29

7.28～ 8.17

7.  1
～50. 6.16

7. 4～ 7.27

7.10～ 12.20

7.15～ 8。 25

7.16～ 8.4

7.18～ 8.8

7.25～ 8.31

7.1～ 8.30

7.13～ 7.29

7.18～ 7.31

7.30～ 9.10

巌
　

秀

堀
　
村

小
　
岩

理
　
学

地
　
化

穆
　
　
好
　
次

常

　
昭
　
　
昭
　

利
　
秀

江

　

場
　
　
　
　
田
　

川

釜
　

馬

師

　
手

講
　
助

物

　
動
　
　
動

　
人
　
植

″     山烏

″       2雪

″    リム
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教室   職名

地物研  教 授

化 学

人 類

植 物

物 理

数 学

化 学

地 質

化 学

生 化 助教授

地 球

動 物

物 理

化 学

物 理

助教授

講 師

助 手

8月 海 外 渡 航 者

渡航先国     渡航期間

ソビエト連邦共和国 8.11～ 8.

氏

福 島

朽 津 耕 三

塩 原 和 郎

門 司 正 三

霜 田

飯 島

田 丸

田 隅

小 嶋

川 島

渡 航 目 的

直 28夕
緻螂盗邸瑯

よび研究連絡のため

変往ζ晶12番言析騨亮基
め

西アジア洪積人類遺跡学術
調査のため

研究所セミナー・ 高 分々解
能分光学シンポジウム出席
および研究連絡のため

国際数学者会議出席のため

生物学的分子のラマン分光
学セミナー出席および第 4

闘 験こ姦 鰈 麓 ポ

彊套聾猶薦重まぎ轟舞鰹轟
のため

バ ッテル研究所 コロキウム

基薔薦韮がこ折晃運落認誼
め

藝:果界踏ヱ悉
`2じ

雰完学に関するゴードン会議・
争管曾柔Cでア

`攣

委懸閤
告,質r黎霧発糧黒躇篇

出

東南アジア地域におけるプト
鉄金属鉱床地質調査および
鉱石中の合有される流体包
有物の研究のため

撃蝿蝙彦謙馘壼
羮あ繁喬折発菫食警勢曽留
国際ステロイ ド会議出席の
ため

西アジア洪積世人類遺跡学
術調査のため

生物学的分子のラマン分光
学セミナー出席および第 4

用国膊 膠 葎ラ発さ議
出

半金属の磁気光学的研究の
ため

ゴル ドン光核反応会議出席
および研究連絡のため

アメリカ合衆国

シリア, トルコ
,

イラン,イ ラク,

ヨルダン, レバノ
ン,連合王国

マレーシア

光 一  アメリカ合衆国 ,

連合王国,カ ナダ,

ドイツ連邦共和国

一  郎   カナダ

武 彦  アメリカ合衆国

東  アメリカ合衆国

謙 ニ  ドイツ連邦共和国 ,

オランダ,ス イス,

ポーランド,連合
王国

三 生  アメリカ合衆国 ,

連合王国,ス イス,

フランス,イ タリ
ア

稔  フィリピン

誠一郎  アメリカ合衆国,

メキシヨ

8.15～ 8.26

8.15～ 11.

8. 16- 9。   8

8.17～ 9.11

8.19～ 8.31

8.22～ 9.8

8.25～ 9.3

8.25～ 9.20

8.13～ 9.24

8. 14- 8. 25

8.15～ 9。 16

8. 15-11. 30

8.22～ 9.8

8. 25
～50.8.24

8.3～ 8.16

嚇ＭＡＢ　祉

帯
る
め

ナ

地
す
た

カ

緋
嘲鯵
許

ア
練
出

会

ジ
訓
議

ン

ア
と
会

ド

輔
蹴
繊

ゴ．

村

内

田

島

阪 ロ

原 田

豊   シリア, トルコ
,

イラン,イ ラク,

レバノン, ヨルダン

ー 誠  アメリカ合衆国

明  アメリカ合衆国

健 蔵  アメリカ合衆国

須

　

村

〓
一
　

中
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原

　

岡

上

　

兼

理

　

球

物

　

地

数 学

化 学

地 質

物 理

数 学

堀 り‖ 頴 ニ  アメリカ合衆国,

カナダ

喜代治  アメリカ合衆国

一 郎  フランス,ス イス,

カナダ,ド イツ連
邦共和国

8.  3
～50.  6. 30

8. 24
～50,  8. 23

8. '4～  9. 14

fi嘗菫多重倉曇學舞

'3

め

二重共鳴法の実験的研究の
ため

軍嘩普星篠籠書皐基墓繁岱

名

授

職

教

室

化

教

生

助教授

助 手  山 崎

″   山 崎

″  坂 内

氏   名

宮 沢 辰 雄

藤 原 鎮 男

立 見 辰 雄

英 一

9月 海 外 渡 航 者

渡航先国     渡航期間

アメリカ合衆国   9.2～ 9.12

連合王国,ス イス  9.7～ 9.23

ブルガ リア 9. 14～ 10.  1

ドイツ連邦共和国,  9.18～ 10.
スペイン,イ タリア

アメリカ合衆国   9.1～ 9.

アメリカ合衆国   9.3
～50. 8.31

アメリカ合衆国   9。 10
～50.  9.  9

アメリカ合衆国   9.25
～50.  8。   2

渡 航 目 的

筆惚でツ2言繹スIぶ容菱
連絡のため

第 18回アンペア国際会議

な轟貸箕亀昌鋒彗羹醤需方
ため

星踏驚査雷窓訴夏通繕あ秀
め

国際物理学連盟理事会出席
および研究連絡のため

ショウジョウバエのモザイ
クに関する集会出席および
研究連絡のため

原子物理学の研究のため

多変数保型関数の研究のた
め

群論の研究のため

五

　

樹
　
　
成

　

正

亮

　

凱

　
　
良

保

　

田

久

　

堀

理職と学部長の交渉

7月 15日 (月 )12時 30分～13時 10分

出席者:両評議員,事務長ほか 4名 ,理職委員長ほか 2

名。学部長は海外出張中のため欠席。

議 事 :

1.理職から学部長交渉の内容を,理学部広報の記事

とは別に, メその形で確認するか, テープ録音 をする

かしたいと要望した。学部側からこの交渉は あ る程度

informalな 形にしてお互の考え方を理解するために 自

由に話合うことが大切なので,テ ープが入るとそれがで

きなくなる可能性がある。交渉事項で合意に逹したもの

があったときには,その都度メモの形で確認したらよい

との答があった。

2.本年度予算配分について例年と変る点があるかど

うか。公共料金値上げに対する学部としての措置につい

て理職から質問があり,予算配分はほぼ例年通 りの方式

に従って行なわれること,物価上昇と物不足については

化学は じめ各教室で困っており,その実態も資科が提出

されつつあるのでこれをまとめて,学部としてできるだ

けのことをしたいとの返事があった。

3.防火演習の予定,地震対策について質問があり,

特に後者については理職としても案を出したいとの発言

があった。学部債1か ら防火演習については各号館に伝え

てあり,一号館入日は改善する予定であること。二号館

外壁や薬品棚など地震のとき危険なものには対策を講ず

ることなどの説明があった。

4.理職から本年度特別昇給者の名簿を見せて欲しい

との要望があり,事務長から例年の通り発令になった段

階で知らせるとの返事があった。
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理 学 博 士 学 位 授 与 者

昭和 49年 7月 8日 付授与者

専門課程    氏   名               論  文  題  目

植  物  学  井 上 弘 一  B10Chemical studies On temperature sensitive mutants which have

defects in cell membranes in Nθ π″οspO″α O″αssα .

(細胞膜に欠損をもつ アカバンカビの温度感受性突然変異体の生化学的研

究)

地  理  学  片 倉 素 子  An Anthropogeographical Study of Saudi‐ Arabian Bedouin Com―
munities,

(サ ウデイ・ アラビアにおける遊牧民社会の人文地理学的研究)

学位規則第3  冨 田 芳 明  Intermediate Structure in the Neutron Scattering Cross Sections

条 2項該当            Of IIOn.
(鉄による中性子散乱における中間構造)

同     佐 藤   肇   COnstructing manifolds by homotopy equivalences II.
(ホ モ トピー同値による多様体の構成)

同    飯 泉   仁  熱中性子散乱による CaF,の格子力学の研究

同     福 見 俊 夫  Studies of Nuclear Magnetic Relaxation and Overhauser EEect in
some Chemical Systems.

(核磁気緩和およびオーバーハウザー効果の化学への応用に関する研究)

同    鷲 官 秀 幸  有効ハミル トニアン法の応用

同    白 井 浩 子  ヒトデにおける卵成熟誘起物質 (1メ チルアデニン)の生成機序

同    小 野 勝 弘  高能率の小形電子ライナック                ′

同     中 村 通 宏  Electron spin Resonance of Palladium(I).Hot lons.
(パ ラジウム (I)ホ ットイオンの電子スピン共鳴)

同     清 水 清 孝  Pseudo SU(3)Coupling and the Deformed State in Ni53.

(擬 SU(3)結合及び Ni。3の変形状態)

同     水 谷 忠 良  Foliated cobordisms of S3 and eXamples of foliated 4-manifolds.

(s3の葉層構造の同境類と葉層構造をもった 4次元多様体の例)

同     岡 田 守 彦  Ouantitative Studies On the Bearing of the Antigravity Muscles
in Ⅱuman Posture M/ith Special References to ElectFomyOgraphiic

Estimation of the Postural Muscle Load.

(ヒ トの姿勢における抗重力筋の関与に関する定量的研究一とくに筋電図
による相対的筋負荷の推定を中心として)

同     三鳥り|1 寿 一  〇n ceFtain irreducible representations for the real rank One clas‐

sical groups.

(実階数 1の古典群に関するある系列の既約表現について)

昭和 49年 9月 9日 付授与者

専門課程    氏   名               論  文  題  目

物  理 学  大 島 広 行  コロイド粒子間相互作用の一定表面電荷密度モデルとその生体系への応用

化      1許   中 山 重  信   Reactions of Phosphinothioylidenes and Phosphinoylidenes with l.3-
Dienes and Cyclic Ethers.

(ホスフィノチオイリデンおよびホスフィノイリデンと 1.3-ジェンおよび

環状エーテルとの反応)

学位規貝1第 3  鈴 木 史 郎  Single Pion Photoproduction in First Resonance Region.
条 2項該当            (第 一共鳴領域におけるパイ中間子光発生)

同     大 橋 裕 二  The Structural Chemistry of lntermediate States.

(中間状態の構造化学)

同    中 西   孝  フィッショントラック法によるアクチニ ド核種の研究

同     木 村 一 郎  Studies on nucleic acid metabolism in proliferating animal cells
and its mOdincatiOn by X― irradiation.

(動物細胞増殖系における核酸代謝とX線照射の効果に関する研究)

―- 17 -



学位規則第 3

条 2項該当

山 本 清 高

O理学部紀要の刊行

理学部紀要の数学編 (SectiOn IA Mathematics▽ ol.

21,No.2)が 刊行された。 8篇の論文が掲載されてい

る。

編集後記:本年度の「広判 は, 7月 , 8月 と2ヶ 月夏

休みをとりました関係上,原稿が予想以上にあつまり,

一部は次号おくりとなりました。今月号は “夏休み"に

関係のある旅行記や,国際会議関係のものを中心に編集

してみました。また学部関係の記事も,「科研費二知 な

ど次号まわしにいたしました。

Studies On the Cell Coat Acid Mucopolysaccharides of Normal
Liver and Ascites Hepatoma Cells with Reference to the Contr。 1

of Cell Proliferation.

(正常肝 および 各種1腹水肝癌細胞の表層酸性ムコ多糖と細胞の増殖制御 と

の関連に関する研究 )

御寄稿頂いた諸先生の随筆や論文は,一つ一つ御紹介

いたすまでもありませんが,こ うやってみると,理学部

の扱 う研究範囲が,きわめて広範であることを改めて思

いしらされます。書評もふくめて,秋の夜長にゆっくり

御味読下さい。

尚これからの発行予定は,次の通りでありますので,

あらか じめお知らせいたします。

6巻 9号 (11月 10日 刊), 6巻 10号 (12月 10日 刊)

7巻 1号 (2月 10日 刊),7巻 2号 (3月 10日 刊)

原稿はいずれも刊行日の 3週間位前迄に (前月 20:日

位迄)お願いいたします。

編集 :

〔』f忠量 1楊塁1 瑾〔:墨 :|:二重 禽眠群菫)
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